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1 調査概要 
 

 調査目的 

 地域活性化や安心安全な花火大会のあり方等について、市民からの意見を踏まえ

て議論を深めるため、幅広い意見の聴取を目的として実施した。 

 対象者 

 福知山市在住の 16 歳以上の男女 3,000 人 

 2023 年 8 月末時点における福知山市の年齢別人口構成比をもとに 8 つの年代（①

１６歳～１９歳、②２０歳～２９歳、③３０歳～３９歳、④４０歳～４９歳、⑤５

０歳～５９歳、⑥６０歳～６９歳、⑦７０歳～７９歳、⑧８０歳～８９歳）に郵送

数を割り当て、年代別に無作為抽出を行った。 

 実施期間 

 2023 年 10 月 17 日から 11 月 16 日まで 

 調査方法 

 郵送による配布・回収（郵送到着数：2,983 件） 

 回収数 

 1,158 件（有効回答率：38.8%） 

※福知山市の人口に対し、1,158 件の有効回答で分析した結果は、許容誤差 5％、

信頼水準 99%を満たす。例えば、設問 1 では 1,158 人が回答し、「賛成」が 63.3%

であったが、その場合の誤差範囲は±5%以下であり、福知山市全体の「賛成」の

真の値は、99%の確率で 58.3%～68.3%の間にあると解釈できる。 

 主な調査項目 

 花火大会のあり方を議論することについて 

 花火大会の開催について 

 花火大会への意見 

 福知山市もしくは考える会への意見について 

 調査結果の見方 

 百分率は小数点以下第 2 位を四捨五入して算出した。そのため、百分率の合計が

100.0%にならない場合がある。 

 割合は各質問の回答者数（N）を基数として百分率（%）で示している。 

 複数回答が可能な設問の場合、比率の合計が 100.0%を超える場合がある。 

 適切に回答の分岐ができていない調査票については、適切に回答できていない箇
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所のみ回答を無効として処理した。なお、各回答の自由記述については、広く市民

の意見を聴取する調査票の趣旨を鑑み可能な限り分析対象とした。 

 自由記述については、分析ソフト（KH Coder）を使用し、複数の分析手法（共

起ネットワーク分析、対応分析）を用いて主な意見を抽出した。 

 報告書に掲載した自由記述の文章は、読みやすさを考慮し、誤字・脱字の修正、

表記の統一を行った。 

 自由記述の分析結果の見方 

 ①共起ネットワーク分析（問 4、問 5-1、問 5-2） 

文章の中で一緒に現れやすい語と語の関係を図示する分析手法。意見の中で一緒

に使用されやすい語を分析することで、同じ意見のパターンを抽出、可視化しや

すくすることができる。円が大きいほど出現頻度が高く、実線・点線（エッジ）

で結ばれた語は一緒に現れやすく（共起しやすく）、同じ色で示された円は共通

のグループ（サブグラフ）を示す。 

 ②対応分析（問 4） 

クロス表をもとに 2 つの設問どうしの関係（e.g., 花火大会の賛否の立場によっ

て使われやすい語の関係）をマッピングする手法。それぞれの設問の要素どうし

で近い項目を比較することで、使われやすい語と賛否の傾向を確認することがで

きる。なお、原点から離れている語ほど特徴的で、円・四角の大きさは語の出現

する頻度を表す。 
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2 調査結果 
 

2.1 回答者の属性 

性別 
 

 
 

回答数 割合 実際の 

人口比1 

男 487 42.1% 50.2% 

女 619 53.5% 49.8% 

答えない 38 3.3% － 

無回答・無効 14 1.2% － 

合計 1,158 100.1% 100.0% 

 

 

 

年代 
 

年代 回答数 割合 実際の 

人口比 1 

10 代※ 22 1.9% 4.5% 

20 代 64 5.5% 11.5% 

30 代 115 9.9% 12.5% 

40 代 143 12.3% 15.5% 

50 代 196 16.9% 15.9% 

60 代 231 19.9% 14.3% 

70 代 271 23.4% 16.1% 

80 代 102 8.8% 9.7% 

無回答・無効 14 1.2% ― 

合計 1,158 99.8% 100.0% 

※10 代は 16 歳から 19 歳までを対象とした。  

                                                      

1 参考のため 2023 年 8 月末の福知山市の人口構成比を表示している。 

図 1. 性別 

図 2. 年代 
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2.2 調査結果 

問 1：花火大会のあり方を議論することについて、どのようにお考え
ですか。 
 

 賛成・どちらかといえば賛成と回答した人は 88.2%、どちらかといえば反対・反対

と回答した人は 6.6%、わからないと回答した人は 4.8%であった。 

 自由記述からは、賛成と答えた人ほど、花火大会の再開に向けた議論に肯定的な趣

旨を述べ、反対と答えた人ほど遺族や被害者の心情に配慮すべきという趣旨を述べ

る傾向が見られた。どちらかといえば賛成・どちらかといえば反対と答えた人は、肯

定・否定両面からその理由を述べる傾向にあった。 

 

選択肢 回答数 割合 

１ 賛成 733 63.3% 

２ どちらかといえば賛成 288 24.9% 

３ どちらかといえば反対 40 3.5% 

４ 反対 36 3.1% 

５ わからない 56 4.8% 

無回答・無効 5 0.4% 

合計 1,158 100.0% 

図 3. 問 1 の回答割合 

 

賛成

63.3%
どちらかといえば

賛成

24.9%

どちらかといえば

反対

3.5%

反対

3.1%

わからない

4.8% 無回答

0.4%
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その理由があればお答えください。【自由記述】 

 主に、「市民の楽しみや風物詩として再開を待ち望む」「福知山の観光・発展につ

ながる」「安全対策と楽しみの両方を建設的に議論すべき」「議論を前に進めるべ

き」「被害者の心情に配慮すべき」といった声が挙がった。 

 

 

問 2：花火大会の開催について、どのようにお考えですか。 
 

 賛成と回答した人は 34.2%、必要な対策が講じられたうえで開催されるのであれば

賛成と回答した人は 53.0％であった。どちらかといえば反対・反対と回答した人は

7.8％であった。わからないと回答した人は 2.8%であった。 

 

選択肢 回答数 割合 

１ 賛成 396 34.2% 

２ 必要な対策が講じられたうえで開催されるのであれば賛成 614 53.0% 

３ どちらかといえば反対 46 4.0% 

４ 反対 44 3.8% 

５ わからない 33 2.8% 

無回答・無効 25 2.2% 

合計 1,158 100.0% 

図 4. 問 2 の回答割合 

 

賛成

34.2%

必要な対策が講じられ

たうえで開催されるの

であれば賛成

53.0%
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4.0%
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性別との関連 

 花火大会の賛否について性別で差異が見られた。「必要な対策が講じられた上で

開催されるのであれば賛成」「わからない」の割合は女性が高く、「賛成」「反対」

の割合は男性が高い傾向にあった。 

図 5. 問 2 の回答と性別（男女のみ）との関連 

（χ2(4)= 10.9, p<.05, Cramer’s V=0.070） 

 

年代との関連 

 花火大会の賛否について年代で差異が見られた。高齢であるほど「賛成」の割合

は低く、「必要な対策が講じられた上で開催されるのであれば賛成」の割合が高

い傾向にあった。「どちらかといえば反対」、「反対」の割合は 40 代以上で高い

傾向にあった。 

図 6. 問 2 の回答と年代との関連 

（χ2(28)=46.3, p<.05, Cramer’s V=0.102） 
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議論することの賛否（問 1）との関連 

 議論することに肯定的な人ほど、開催の賛否についても肯定的な意見をもつ傾

向が強く見られた。 

図 7. 問 2 と問 1 の関連 

（χ2(16)=735.3, p<.001, Cramer’s V=0.571 

※無回答・無効回答があるため各設問の合計数は問 1、2 の合計と一致しない） 

 

 

問 2-1：【問２で「１ 賛成」、または「２ 必要な対策が講じられたう
えで開催されるのであれば賛成」を選ばれた方におたずねします】 
開催に賛成される理由に最も当てはまるものを最大２つぬりつぶし
てください。 
 

 それぞれの回答の割合は、「地域経済の活性化」が 48.2%、「福知山の観光振興」が

39.0%、「伝統的な地域行事として」が 51.8%、「家族や友人との思い出づくりのた

め」が 35.3%となった。 

 

選択肢 回答数 割合 

１ 地域経済の活性化 487 48.2% 

２ 福知山の観光振興 394 39.0% 

３ 伝統的な地域行事として 523 51.8% 

４ 家族や友人との思い出づくりのため 357 35.3% 

５ その他 25 2.5% 

無回答・無効 1 0.1% 

（N=1010） 

348

355

9

6

6

29

234

10

4

6

4

4

22

2

0

3

4

1

26

9

16

4

5

21

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成

必要な対策が…賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

問1. 花火大会のあり方を議論することについて

問
2

. 
花

火
大

会
の

開
催

に
つ

い
て

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない



8 

図 8. 問 2-1 の回答割合（複数選択） 

 

その他・自由記述について 

 「夏の風物詩として」「イベントがないのは寂しいため」「地域活性につながるた

め」「子どもたちの思い出のため」などの意見が主に挙がった。 

 

 

問 2-2：【問２で「２ 必要な対策が講じられたうえで開催されるので
あれば賛成」を選ばれた方におたずねします】 必要な対策のうち、
特に重要なものを最大３つぬりつぶしてください。 
 

 それぞれの回答の割合は、「責任体制の確保」が 65.5%、「適正な規模の設定」が

10.1％、「雑踏対策」が 73.5%、「交通対策」が 25.2%、「救護対策」が 24.6%、「露店

対策」が 75.1%であった。 

 その他の回答は 4.6%であり、「事故被害者・家族への配慮」「会場全体の整備」など

の意見が主に挙がった。 

 

選択肢 回答数 割合 

１ 責任体制の確保 402 65.5% 

２ 適正な規模の設定 62 10.1% 

３ 雑踏対策 451 73.5% 

４ 交通対策 155 25.2% 

５ 救護対策 151 24.6% 

６ 露店対策 461 75.1% 

７ その他 28 4.6% 

無回答・無効 6 1.0% 

（N=614） 
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図 9. 問 2-2 の回答割合（複数選択） 

 

その他・自由記述について 

 「露店営業の（禁止も検討した）安全対策」「事故被害者・家族への配慮」「会場全

体の整備」「会場の混雑への対策」などの意見が主に挙がった。 

 

 

問 2-3：【問２で「３ どちらかといえば反対」、または「４ 反対」を選
ばれた方におたずねします】 その理由に最も当てはまるものを最大
２つぬりつぶしてください。 
 

 それぞれの回答の割合は、「事故被害者等への配慮」が 63.3%、「観覧者の混雑や雑

踏事故が心配」が 42.2%、「交通渋滞やごみの投棄が心配」が 21.1%、「開催費用の

増加が心配」が 24.4％であった。 

 その他の回答は 20.0%であり、「被害者を優先すべき」「地域活性にはならない」「市

としての再開は不要」などの意見が挙がった。 

 

選択肢 回答数 割合 

１ 事故被害者等への配慮 57 63.3% 

２ 観覧者の混雑や雑踏事故が心配 38 42.2% 

３ 交通渋滞やごみの投棄が心配 19 21.1% 

４ 開催費用の増加が心配 22 24.4% 

５ その他 18 20.0% 

無回答・無効 2 2.2% 

（N=90） 
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図 10. 問 2-3 の回答割合（複数選択） 

 

その他・自由記述について 

 「被害者・家族の気持ちを優先すべき」「地域活性にはつながらない」「あえて市

として再開する必要はない」などの意見が挙がった。 

 

 

問 2-4：【問２で「５ わからない」を選ばれた方におたずねします】
その理由があればお答えください。【自由記述】 
 

 22 件の意見が寄せられた。「事故被害者を尊重したい気持ちと地域活性の気持ちが

両方あるため」「福知山に住んでいなかったため」「特に関心がないため」などの理由

が挙がった。 

 

 

問 3：あなたは観覧するとすれば、どのような方法で観覧したいと思
いますか。 
（問３は、問２で「１ 賛成」または「２ 必要な対策が講じられたうえで開催されるのであ

れば賛成」または「５ わからない」を選んだ人のみ回答（N=1,043）） 

 

 それぞれの回答の割合は、「混雑は予想されるが、会場に出向いて観覧したい」が

32.2％、「混雑を避け、会場から離れた眺望スポットまで出向いて観覧したい」が

38.0%、「外出せず、自宅または自宅付近から観覧したい」が 23.5%、「観覧したいと

は思わない」が 2.5％であった。 

 その他の回答は 1.7％であり、「知人・親類の家から」「オンライン配信・中継等で観

覧したい」などの意見が挙がった。 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

事故被害者等への配慮

観覧者の混雑や雑踏事故が心配

交通渋滞やごみの投棄が心配
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選択肢 回答数 割合 

１ 混雑は予想されるが、会場に出向いて観覧したい 336 32.2% 

２ 混雑を避け、会場から離れた眺望スポットまで出向いて観覧したい 396 38.0% 

３ 外出せず、自宅または自宅付近から観覧したい 245 23.5% 

４ 観覧したいとは思わない 26 2.5% 

５ その他 18 1.7% 

無回答・無効 22 2.1% 

合計 1043 100.0% 

 図 11. 問 3 の回答割合 

 

その他・自由記述 

 「知人や親類の家から」「オンライン配信・中継等で観覧したい」といった意見が

挙がった。 

 

 

問 4：花火大会について、ご意見等がありましたら、記入してくださ
い。 
 

 521 件の意見が寄せられた。大きく分けて 7 つの意見―１）花火大会を見られな

いのは寂しい、２）花火に原因はないなどの理由から率直に再開を望む、３）事故被

害者の理解・意向、事故の教訓や対策を忘れてはいけない、４）露店の制限など対策

を講じた上で再開を提案する、５）やり方を変えるなどの工夫も視野に入れつつ徐々

に再開をしても良い頃ではないか、６）地域の伝統行事や活性化のために再開を望

む、７）再開する必要はない―が挙がった。 
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て観覧したい。

32.2%
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付近から観覧したい。
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表 1. 花火大会についての主な意見と代表的な回答例 

主な意見 件数 例 

1) 花火大会を

見られないの

は寂しい 

95  花火大会で人が亡くなられた過去がありますが、これがずっと

なくなることで寂しいと思われる方もおられます、私もそうで

すから遺族の方にも、配慮しながら何とかやってほしい。 

 年齢は 70 代ですが今でも子どもの頃観た花火は忘れられませ

ん。孫にも見せてやりたい、安全で安心する花火大会を望みま

す。 

 さみしい。子どもたちにも近くで見せてあげたい。 

2) 花火に原因

はないなどの

理由から率直

に再開を望む 

84  今回の事故は花火大会でなく露店事故で、多くの露店を会場に

入場させたことによるものと思う。昔は露店も少なく人の流動

がキチンとできていた。 

 事故原因は露店だったので、花火大会は開催してほしい。 

 早く開催が復活されることを期待している。 

3) 事故被害者

の理解・意向、

事故の教訓や

対策を忘れて

はいけない 

70  開催してほしい気持ちはありますが１番は被害者、遺族の方が

望まないならば開催すべきではないと思います。 

 事故被害者への配慮は慎重かつ最大限に検討してほしい。 

 もし再開できるなら、過去の事故の教訓を活かし日本のどの花

火大会よりも安心安全な花火大会と言われるような対策と運

営で再開してほしいと思います。 

4) 露店の制限

など対策を講

じた上で再開

を提案する 

146  露店はなくていいので純粋に花火だけやってほしいです。花火

だけだったら今まで事故もなかったと思うので。 

 事故が発生するまでは楽しい思い出をもっていました。しっか

りと安全対策をして再開してください。 

 ゴミ対策、露店対策、駐車場の確保等できれば子どもたちの楽

しみでもあるので再開してほしいと思います。 

5) やり方を変

えるなどの工

夫も視野に入

れつつ徐々に

再開をしても

良い頃ではな

いか 

45  福知山は長く辛い時を過ごしました。前向きに考えたら良いの

では。 

 開催するなら場所を変えてするなどの工夫をすれば良いと思

う。 

 事故のことは悲しい出来事でした。でも、前向きに時は流れて

行きます。人の思い出作りも大事ではないでしょうか。事故の

ことも忘れないように花火で追悼花火を出されてはいかがで

しょうか。 
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6) 地域の伝統

行事や活性化

のために再開

を望む 

49  夏の風物として地域活性化のため開催はあるほうが良い。 

 お盆を感じる伝統行事としてぜひ開催してほしい。ただ、亡く

なられた方のことは、忘れてはいけないと思う 

 安全な環境で行われるなら地域の伝統行事として復活させて

ほしいです。進学などで福知山を離れた人がお盆に帰省する楽

しみがあれば良いと思います。 

7) 再開する必

要はない 

19  福知山の花火を見て苦しむ人がいるのではないかと思うと楽

しんで観賞する気になれません。 

 あえて福知山で花火大会を再開しなくても宮津市や綾部市で

開催されているので問題ない。 

8) その他 13  市民がそれぞれ自分の希望する場所で観覧すれば良い。 

合計 521  

※主な意見の項目はクラスター分析を踏まえ、分析者で再分類した結果を示した。 

図 12. 自由記述の共起ネットワーク分析の結果 

（出現上位 79 語、60 エッジ） 

 

自由記述と花火大会開催の賛否（問 2）の関連（対応分析） 

 問 2 で、「賛成」と回答した人ほど、1) 花火大会を見られないのは寂しい、2) 

花火に原因はないなど率直に再開を望む意見と近い傾向が見られた。「必要な対

策が講じられた上で開催されるのであれば賛成」「わからない」と回答した人ほ
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ど、4) 露店の制限など対策して再開を提案する、3) 事故被害者の理解・意向、

事故の教訓や対策を忘れてはいけないという意見と近い傾向が見られた。 

 問 2 で、「どちらかといえば反対」と回答した人ほど、1) 花火大会を見られな

いのは寂しい、7) 再開する必要はないという意見と近い傾向が見られた。「反

対」と回答した人ほど、7) 再開する必要はない、3) 事故被害者の理解・意向、

事故の教訓や対策を忘れてはいけないという意見と近い傾向が見られた。 

図 13. 問 4 の自由記述と花火大会開催の賛否（問 2）との対応分析 

（出現上位 79 語を使用、原点付近を拡大（拡大係数 3）、 

赤四角で示された 1～5 は問 2 の項目と対応する） 

 

 

問 5：福知山市もしくは考える会に対してご意見等がありましたら、
記入してください。 
 

問 5-1：福知山市に対して 

 345 件の意見が寄せられた。被害者への配慮・ケア、責任の所在、露店の安全対

策、子ども・家族での思い出、地域活性・行事、開催についての議論・前向きな

反対 

どちらかと

いえば反対 

賛成 

必要な対策

が…賛成 

わからない 
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検討に関連する意見が出された。 

 福知山市との関連については、市のネガティブな印象の払拭、PR・活性の機会

になるといった意見に加えて、市の立場としてどのように関わるか（主催、後援

等）については賛成・反対両意見が出された。 

 

主な意見（抜粋） 

 事故の被害者やご遺族の声に十分に耳を傾けていただき、適切な安全基準や運営

体制を整えられるようご尽力いただきたいと思います。 

 いろんな意見があると思うが、子どもたちのためと福知山の観光振興のためぜひ

復活してほしい。 

 地域活性化を目指すのであれば今回の動きは遅すぎる感がある。福知山市として

スピード感をもって事にあたっていただきたい。 

 本市の夏の風物詩であった花火大会であるので、他市のやり方なども参考にして

市としてリーダーシップを取って復活に向けて動いてほしい。市の考えが非常に

大きいと思う。 

 市の中心的なところばかりでなく周りの中心から離れたところへの配慮も考えた

上での反対、賛成を中立的な立場で判断していってほしい。 

 被害者の方には申し訳ない気持ちもあります。でも、花火大会を楽しみにしてい

る市民も多数おられると思います。私もその１人です。露店の出店を制限して、安

図 14. 自由記述の共起ネットワーク分析の結果 

（出現上位 45 語、60 エッジ） 
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心安全に楽しめる花火大会を希望します。 

 再開にあたって市や商工会議所は、後ろ向きにならずきちんと向き合ってほしい。 

 今の時代ＳＮＳ等の普及によって色々な人の種々な意見、賛否両論があり一つの

方向に舵をとるのは至難の技だと思うが、市と「考える会」については熟考の上、

行動していただきたい。 

 市という行政がやることではない。やりたい人たちが市民に迷惑をかけないよう

に。 

 

問 5-2：「考える会」に対して 

 266 件の意見が寄せられた。事故の回避・露店の対策、被害者・遺族や市民から

の意見を聞き進めること、開催に向けて取り組んでほしいことなどの意見が寄

せられた。 

 考える会との関連については、開催について前向きな意見と開催ありきで議論

すべきでないという否定的な意見の双方が出された。 

 

 

図 15. 自由記述の共起ネットワーク分析の結果 

（出現上位 75 語、60 エッジ） 
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主な意見（抜粋） 

 花火大会は全国各地で開催されています。その土地ごとにそれぞれ必要な対策が

とられて運営されていると思います。それらを参考にし、知識者は意見を聞くな

りして安全に留意して開催に向けて前進しましょう。声を上げてくださりありが

とうございます。 

 考える会は、市民の声をよく聞いて、多くの専門家と協議して、議論を重ねること

で再開するのかどうか慎重に考えてほしい。 

 開催しないと結論が出たとしても「考える会」があることで前に進めたと思う。

様々な意見を聞いて議論してください。よろしくお願いします。 

 しっかりと全市民の意見を聞き花火大会が開催できるようがんばってほしいです。 

 考える会はまず安全面の話をした上で地域の復興を考えるべきだと思う。安全と

復興を同時に考えると本当の安全を見失ってしまうかもと危惧します。 

 花火大会を開催するのを前提に動いているのが腹立たしい。今でも事故の後遺症

に苦しんでいる人や遺族のことを考えてほしい。 
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参考資料：調査票 
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